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気象学者のためのロシア語入門（1）

磯 野 謙 治＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　最近のソ連の科学技術の進歩の著しいことは，今更こと新しく述べるまでもないが，言語の障壁のため

に，その研究成果は日本及び西欧に充分に伝えられているとはいえない．米国では・シア語の論文が組織的
に反訳されている様であるが，我が国では，個人の努力によつて少数の論文が紹介されている程度である．

気象学に限つても，現在日本に輸入されているソ連の専門書，学術誌の数はぼう大なものであつて，現在の

様な状態では到底これを反訳し研究者の要求をみたすことは出来ない．また，ソ連に関しては，全くおかし

な話ではあるが，或る人々はこれを過大に評価し，また或る人々はこれを過少に評価することが行われてい

る．ソ連の場合も，他の諸国の場合と同様に，特に紹介する必要のない論文，書籍もあることは勿論であ

る．従つて，紹介するにはこれを取捨する必要がある．しかし，実際にこれを行うとなると，既に評価の定

つた論文著書の場合は別として，研究者がその専門にっいて自己の判断で取捨する以外に方法はない．従っ

て，費用と手間さえいとわなければ気象学の全論文を反訳すれば良いわけであるが，これは不可能であるか

ら，研究者自身が・シア語の論文を見た場合，少くともその中に何が書いてあるかを知ることが必要であ

る．天気編集委員の有住氏の御要求に応じて，　語学力が不足で不適任とは知りつ㌧も，　この「・シア語入

門」を執筆したのは，ソ連の研究結果が正しい姿で我が国の研究者に伝えられ，我が国の研究の前進に寄与

することがいさ㌧かでもあることを願うためである．

　読者は既に英，独，仏語のいずれか，或はすべてを御存知のこと㌧思われるので，主として英語を参照し
ながら説明すること㌧する．

　なお，・シア語の教科書としては日本語のものの外に定評のあるN．F．Potapo▽aのRussian，Eleme－
ntry　Cource　I，II（Moscow1954）があり我が国でも容易に求められる．この解説でも特に発音はこれを

参考として述べること㌧する．
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　（註）　（1）英語のアルファベットと類似のものが多

いが特に注意を要するのは，（i）ロシア語のBは英語の

BではなくVであって，英語のBはロシア語のBに相

当すること，（ii）ロシア語Hは英語のNであり，（iii）

ロシア語Pは英語のRであることである．Pはギリシ

ャ文字ρの大文字と同じで，nはギリシャ文字nに対

応する．またCは英語のSである．

　（II）発音については次に述べるが，上に示したもの

はその音に近い英語の発音記号で示した．特にbIはま

と書いたがこれはロシア語独特のものである．

　（III）筆記体で間違いやすく注意を要するのは，

　　（i）Hの小文字の筆記体πで英語の％と誤りやす

　　　い．

　　（ii）Tの小文字の筆記体加は英語の別と誤りやす

　　　い．

　辞書その他で斜体を用いるとき，筆記体で書かれてい

るから注意を要する．

　第2章　発　　　音

　1・　母音の発音　ロシア語の母音は硬母音とこれに対

応する軟母音から成っている．すなわち（［］内は発

音記号）

駿雛課i，1詩謝i，1詩鵠刊，

　（説明）　a，oはそれぞれ英語のa，oより短い．y

　は英語のbook　schoo1のooと同様の発音で長さは

　その中間，9は英語のeであるが，これよりも口を開

　く．nは英語eat，i1の［i］の中間の長さをもつ．

　藍：これは子音であって，他の母音の前或は後に続い

　て用いられる．英語のbOyなどのyに似ている．

i雛翫ly／・…音一

　a茸・3負・o直は一音節である．（aH，9H，OHは2音節）

　負の発音の際は舌の後部を口蓋に近ずける．

　月の発音は（軽い遊＋a）で，英語のyardのyaに

　　近い．この様に軟母音は硬母音の前に軽い茸の音が

　　ついたものである．

eは英語のeではなく，軟母音（軽い臼十e）で，英

　　語のyesのyeの様に発音する．

6は（軽い蕗＋o）で英語のyolkのyO．しかし，

　　実際の文章中では・・の符号はつけずeとか・れるこ

　　とに注意．

⑩は（軽い曲＋y）で英語のyOUの発音

blは，これに相当する英語の母音はない．i11のiは
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幾分これに近い．bIを発音するときは舌を出来るだ

け引く．前に出したり，余り高くしてはいけない．

blは語の最初に来ることはなく，また母音の後に来

ることもない．常に硬子音（後出）の後に続く硬母

音である．

　　　　　擁
qソ　制！’『触

一一一∂　　￥
　　　　　　　　じ　　，　　　、、　、
　／　　　　　●
　’

2．　子音の発声

第1図

，

無声音

有声音

無声音

有声音

n［P］，　Φ［f］，　T［t］，c［s］，皿［∫］，K［k］，x［x］

　1　　↑　，1　　↑　　↑　　1　　↑
　↓　　↓　　↓　　↓　‘　↓　　↓　　　↓
6［b］，　B［v］，　五［d］，3［z］，》K［5］，　r［9］，（r）

対江［ts，q［t∫・］，皿［∫t∫・］

応

な

し
H［n］，M［m］，汲［1］，P［r］

軟音符b　硬音符も

（説明）　上記の発音記号に示した通りであるが注意

すべきものは次の通りである．

（i）6は英語のb，Bは英語のvに相当

（ii）以は英語のquartzのtz

（iii）皿は英語のshortのshに近いが舌の位置がも

　っと低い．即ち硬い．

（iv）亘は英語の1unchのchに近い．

（v）皿は（皿可）の様に発音する．

（vi）xはドイツ語のBuch，hochのchに近い．k

　と同様な口の形で発音するが舌は口蓋に近ずけるだ

　けで，すき間を残’し，この間から息を出す．

硬子音と軟子音上述の子音の中，

　6，H；B，Φ；3，c；双，T；H，並，r，K，xは硬子

音とよばれる．ロシア語にはこれに対応’した軟子音が

ある．これは硬子音と同じ口の形をして，これに負或

はHを発音する際の舌の動きを加える．すなわち，口

蓋に向って動かす．これを口蓋化（palatalization）と

よぶ．
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軟子音を表すには軟音符を用いる．例：MaTb　mother

しかしr，K，xの喉音の後には軟音符を用いることは

ない＊＊．またe，6，H，RD，月はその前の母音が軟子音

であることを示す．例．八6TH＊children，舶雌uncle

T6丁兄aunt，　KapTHHa　Picture，　KocT責）M着・讐勿．

　皿は硬子音であるが，これに対した軟子音はない．

　玖Hはmbl］の如く発音される．例：Ha皿HH　nation．

　また取eは［胆］と発音される．例：以eHTp　centre．

　凪，mは硬子音であるが，この後に3，blが来ること

　はなく＊＊，e，Hが来るときそれぞれ［3］，［bl］の様

　に発音される．例：HH濫eH6p　engineer，氷H3Hb
　life．

　可，皿は軟子音である．q，皿の後には∬，⑩をつけ

　　てはいけない＊＊．a，yとするのが正字法である．

　b硬音符は一語中で硬子音と軟母音が続くときには，

　　個々に発音されるので，その間に入れる．

　　　例　06Mc並Tb　explainもは用いる代りに分別

　　　　　符’を用いることがある．即ち06’月C稲Tb

　　　　　　　　　発音練習
BoT　　　　here　　　　TyT　　　　here　　　nopT　　　Port

双oM　　house　cToJI　table　　poT　　mouth

CTyJI　cha’ir　　H　　　　an（i　　JIaMHa　lamp

JIyHa　moon　　TpaB6　9「ass　Hoc　　nose
cTpaHa　country　KapTa　map　　PyKa　　hand

Ma負　　May　　Φゑ3a　phase　x舳HK　chemist
Φ益3HK　　physisist5董cHo　　　clear　　　3双（5cb　　here

r双e　　where　Mo茸　　my　　　HaジKa　science

アクセントのない母音の発音

（i）　アクセントのないaは［A］，（英語のbutのuの

発音）されお．

　　例：Bar6Hcarriage，KaH的cana1

（ii）　アクセントのあるシラブルの直前のアクセント

　のないoは［A］と発音される，

　　例：．MocKBゑmoscow，roPまmountain

　　　　oKH6window，aTMocΦ6pa　atmosphere

（iii）　アクセントのあるシラブルより前のアクセント

　のないa，oはこれが語の最初にあるときを除いて

　［∂］と発音される．

　　例：romBa［r∂πABa］head

　しかし，a，oが最初に来てアクセントのないとき

　は［A］と発音される．

＊［ノ］はアクセyトの記号で力点（y双aJI6Hne）とよ

　ばれ，強く発音なれる母音を示す．
＊＊正字法の規則
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　　例：060P6T　［A6Ap6T］revolution・rotation

（iv）アクセントのあるシラブルより後のアクセント

のないa，oは［∂］と発音する．

　　例：M6ハOThammer

なお最後にあるa，0は［A］と発音してよい．

　　例：5To［5TA］this，K6MHaTa［K6MH∂TAl

　　　　room
以上のようであるが，アクセントのない0が［Al

　又は［∂］と発音されることに注意すること．

　　またアクセントの位置により，同じ綴りでも全く

意味の異る場合がある．実際の文中ではアクセント

　の記号はないから，常にアクセントの位置を注意し

て置くことが必要である．

　　例：3aM6K鍵，3aMOK城

（v）　アクセントのないe

　　アクセントのあるシラプラの前ではeはHに近

　く発音される．発音記号は［1］，軟子音の後ではe

　は［1］と発音される．

　　例：cecTpゑ［c1－cTpa］sister・peKa［PIKゑ］

　　　　river，　3eMJI重　［3iM涯宜］　earth

他のアクセントのないeは極めて軽く［∂］と発音

　される．

　　例：n6認e［n6一五∂］丘eld．c6Bep［c6－B∂P］n・rth

　語尾の子音の無声化

　有声の子音が語尾に来たときには，それに対応した無

声の子音に発音される．

　6一［H］　XJle6bread

　B一［Φ］K配Bキエフ（地名）・MOT船動機

八一［T］ca八garden，TeTpゑ八bn・teb・・k

r一［K］，［x］双pyr［ムpyK］friend

　凪一［皿］HO凪ナイフ，na頭》Kパリ（都市名）

　3一［c］　KoJlx63コルホーズ，MoP63frost・freezing

　　weather

　6b一［nb］

Bb一［Φb］のm66Bb1・ve

　子音の同化　一語の中で子音が続く場合に後の子音が

　有声か無声かに応「じて前の子音がこれに同化され，有

　声化機は無声化される．すなわち有声＋無声＝無声十

　無声，無声＋有声＝有声＋有声となる．

　例：

　　6一［n］66皿ecTBos・ciety，a6co面THoabs・lu

　　　tely

　　B→［d）］　Bcer八a　always，BKyc　taste

、天気〃　6．1・
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　　八→［T］　npH3B6八cTBo　Production

　　　　　　　（AC－TC一皿と発音される）

　　》K一［m］　T5bKKo　heavily

　　等である．

　　　　　　　　発　音練習

①B6Tepwind　②B63八yxair　③3aK6Hlaw
④9ΦΦ6KTe鉦ect⑤66刀aKocloud⑥ypaBH6HHe
equation⑦c直πaforce⑧MeTeopoπ6r朋metoro一

10gy　　　⑨cK6pocTb　velocity

⑪Ten五6heat⑫nor6八aweather

aHHeforecast⑭Te6p瑚theory

motion　⑯nOH益TKaattempt
season　⑱Bpa皿6HHerotation
⑳KaneJI51drOP　　　　　　　　〆

yellow　⑱ce伽ゑc　now

rain⑳CHerSnow

⑩H3y互6HHestudy

⑳xo汀o双朋負cold

　　　⑳BO八ゑwater

⑬npe双CKa3・

⑮八BH氷6HHe

⑰Hopatime，

⑲Mゑccamas

　⑳》K的Tbl負

　　⑳八o照b

〔書評〕　新天文学講座の完成　　（全15巻）

　　　　B5判　恒星社発行　各巻450円

　天文書出版の老舖として知られた恒星社より，1957年

5月から刊行され始めた新天文学講座15巻が完成したの

で紹介しておきたい．近頃は学問の進み方が急速なので

一専門分野にのみ通暁することも容易でない．まして他

の分野について知ることは大へん困難なことであるが，

地球物理学の傍接科学である天文学の現大勢がよみやす

いこのような形でわれわれに示されたことは誠によろこ

ばしい．気象関係の官署に天文の問い合わせがあった時

に，それは専門がちがうといって答えぬよりは，やはり

地学の研究，調査の一つの中心として，本講座に記載さ

れてある位のことは答えるのが学問の普及上のぞま’しい

ことではないか．以下各巻の直接気象と関係ありそうだ

と思われる項目について紹介しよう．

　1　星座：夜間の気象観測には星座の知識は必要と思

うが中野，野尻の星座の説明のほか，簡単な球面天文学

（中野三郎），星座早見の作り方（弓滋）は観測者に便

利なものだろう．

　丑　太陽系：惑星各論（鈴木，田鍋）や最近の火星観

測（佐伯恒夫）は天体気象学の新しい結果が提供されて

いるし，流星（小棋孝二郎），限石（村山定男），黄道光

と対日照（古畑正秋）は天文というよりは地球の上層大

気に足をふみ入れた問題でもある．

　皿　太陽：野附誠夫編集のこの巻は最新の太陽物理学

がよくまとめられている．気象変動の総元じめについて

気象関係者もここに記載された程度は身につけておきた

い．

　W　地球と月：昼夜と季節（村上忠敬），緯度変化（服

部忠彦）などが気象と関係のあるものだろう．

　V　地球の物理：国際地球観測年（長谷川万吉），大

気の運動（正野重方），海洋の物理（速水・荒木），太陽
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が地球に及ぼす影響（柴田淑次），地磁気・電離層（米

沢利之），極光と夜光（古畑），極地の科学（永田武），

人工衛星（宮地政司）など広い意味のGeophysicsが要

領よくまとめられている．

　VI恒星の世界

　VII原子核物理学と星の内部構造：この巻には宇宙線

（早川幸男），気象現象と天文観測（池田徹郎）の項目

がふくまれている．

　Wl銀河系と宇宙

　lX　天文学の応用：暦に関連した項目（鈴木，渡辺）

の他・人工衛星の軌道論（竹内端夫）・時間の管理と時

報（宮地政司），無線時報とその利用法（飯島重孝）な

どが気象関係にも役立っものだろう．

　X　電波天丈学：太陽電波（高倉達雄），電波による

流星の観測（古畑正秋），　ロケットによる上層観測（前

田憲一）が新「しく開拓された分野として気象攣にも関係

が深い．

　X［天文台と観測器械：天文時計（虎尾正久），望遠

鏡と天体写真（広瀬秀雄）などが役立つだろう．

　M　天文学の歴史

　X皿　天体の位置観測：時刻のきめ方　（飯島重孝），

野外天体観測による経緯度および方位角の測定（清水彊）

は気象観測の基礎でもあろう．

　XW　天体の斬道計算：この中には流星の軌道決定の

項目（広瀬，小棋）をふくむ．

　XV　天体の物理観測

　以上，気象学と関係のありそうな項目について抜粋し

紹介したが，新しい天文学そのものについても問題のと

り上げ方，考えの進め方の上でわれわれに示咬を与える

点が多い．各巻430円，15巻のみ別冊総索引つき480

円．近く第2期の会員募集をすることが予告されている

が，書店で必要項目のみをそろえることもできる．

　　　　　　　　　　　（1958　X－17．根本順吉）
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